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1、 福 :ま 内  ・ 鬼 :ま pl.

今年は2月 4日 本立本。鳥坂の梶原山

麓では「 フキ ′トウ」探 しやクケノコの

生育状.l探索が始まる。

その前日の節分といえば「豆まきJ。

伝統,事だから奈良の寺社でも行事が組

まれていて、新間にその案内が載る。

大体は何か法要があり豆まきとなるが

客寄せにタレントさんや話題の人を招い

て豆を撤いて貨うとが、赤鬼・ 青鬼に,
した人に

'を
投げ合って楽 しななどが,

われるようである。

そんな中で少し変わっているのが

全峰山寺蔵I堂の豆まさ 。(右図参照〉
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稀詳ヽ 編ィ
蔵■●といえば

'良
南部の吉野口にあり、11t●修験道の総本山で世界遺産の指定を

受けているところ。ここの節分行事は「鬼人の条奥Jと いわれ、伝統lJに 『福はうち

鬼もうち』 と唱え、全国から追われて来たなを集め、橋豆を打ち付けて福の神にし

て全国へ返すのだという。イイジャナイデスカ。

その音『えの行方Jと いう学習があり「豆で追われたえはどこへ行けばよいかJと

考えあったことがある。「鬼など殺せばよい」と考えていた者が「 電と共に生きるJ

I●
‐
を探るのがこの学習のねらいだが、理想は言えても現実は難 しい。

「鬼って何 ?誰のこと
'J「

あなたの心の鬼は?J「鬼の生かし方は?J

とりわけ、儲け主義や出世凱着は、福の社自身が鬼になる.

「この家にゃ あまたの鬼が取り巻いて 七福神は外へ出られつ・J―休さんの工歌

」鞭



2、  お 主 や る な ア

東京の音楽研修でのこと。主催著から 口,国人お二人が

カメラを買いたいとのことなので、案内して欲 しいJと

依頼され、ホテルから新宿の書名カメラlFに案内した。

さすかに地方では考えられぬ品揃え。彼ら二人はすぐに

中国語が出来る店員を捜し当てて品定めを始めた.

かなりIA拗なやりとりなので私は疲れて休憩室に居たが、小一時・ lも過ぎて商談が

出来たというから、行って見てびっくり。Jヽ さな店なら,1け るほどの商品の山。

少なくも数百万円か ? そんな現金を持って来たのかと見ていると、カードで決済 し、

中国へのrI物の発送 も依籟 してしまった。

ホテルヘの帰り道、私の問いに対する彼らの答えは「日本へ来る前にバンフレット

でカメラの購入希望者を募り、代金を振 り込んでもらった。彼らの●17の品をすべて

醸入。私が欲 しかった一根 レフや日本への渡航費と宿イ1費 も負担 してもらえるJと .

彼らは翌日には立派な研究発表をしているので、商人でないことは確か。しかし、

こうした→味 家的考えはrlNに は思いもイすかぬことで、日本のカメラの優秀さや、中Fl

の経済発展のお膝もあろうが、 チョット■IIできないことである ヤルウ !
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4、 旅 行 ク ラ プ の こ と

その昔、中学生と共に「旅行クラブJを作ったことがある。■目的は『日本各地を

知ること』にあり、副次的には緻密な企画力の養成も意図していた。 私が用意 した

のは「国鉄時刻表Jで、今は
'Rだ

が当時は国鉄.市内の旅行会社の裏などに月遅れ

の時刻表がゴミとなって積まれており、私が使用目的を言うと質のよいものを無料で

分けて具れた。これを利用し「 将来自分が行きたい新婚旅行 Jの行程作成をするの

が課題。外国旅行は夢の夢の時代だから、目的地は北海道や宮崎など。宿泊も数泊だ

が、費用は度外視して高級ホテルも可。実際に清水を何時何分にとのような列車に乗

ってとこで降り、どこへ泊まって何を見物 し、いつ清水に帰るか。それを精密に企画

して制作することを求めた。

生徒建は喜んで取 り組んだが、ことは思うように進まない。次々と横道脱線組が続

出した。時刻表欄外の駅弁紹介に興を曳かれて旨い物談義、珍 しい地名に首を傾げ、

特急の・nl車名に歓声をあげるというお、うである。 しか し楽 しいクラブであった。

私はそれ以後も時刻表の常用者である。息子に依頼すればインターネットですぐに

行程表ができ、宿泊の予約まで出来てしまうが、これでは面白くない。あれこれと試

行錯誤 し、横道にそれて思わぬ発見をするのが嬉しい。地図を見るのも楽 しみが多く、

00物産展などで賞った地図が役に立つ。今や一人だけの「旅行クラブJである。

カーナビも持っていない。転居騒ぎで買い損ねたのが原因。奈良の道は迷路だから

設置すれば,コ Iなのに「迷って覚える !」 などと息巻いているのは オンマツ .

:  新 聞 ― 読 者 文
~   俳 句  ‐ 時 事 ′:I柳  |

するすると釣瓶落しや 生勁山

孫とわК合格祈願の除夜の鐘

雪雲が金Fl山を履いけり

奥山の春日大杉 淑気清つ

三山は定位置にあり 初日の出

太鼓橋 頂上に立ち賀詞交わす

寒風に御目拭ぐいて般若経

道尋ね来 し人も入れ焚き火の綸

晩酌にお辞儀して飲み医者いらず

夏までは冬眠だよと逃げ議員

恵方とは勝手エエホと火を四む

手に勝る足のI.‐ やな 塁を練る

国宝と言えと寂しき冬の寺

雪道に杖の跡あり ばっくり寺

金剛をllいで校飲 わが青春

ならまちの軒下低く松飾り

耳成の朝の空気は五つ星

初釜や 茶第の開き傘のごと

二輸山の風音交 じる初神楽

冬枯れや 茶究の里の竹垣根

ウォンュレット 戦後の苦労 思い出す

小鳩だすマジックショウは見飽きたり

小まめにと電灯消してテレビ見る

案中や フキノトウ出るニュース来る
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5、 月電

"夏

中中ネ土 は とゴこユ に Jら ン フL?

メ茶を買いに入理へ,っ た。少 選々いが気分に換の ドライブに良いし、お茶もいい

けど店主の人村がいい。残念なから拙宅近 くにこの手の人がいない。

そのまま帰れば何事もなかったが、「西べ Ⅲかえば廣瀬神社に行けるのではないかJ

と思ったのが失敗の原因。広い道路はすぐに終わり、■事中のような所に出る。地図

でははっきつせず、何とか草を

`め
ているうちに,1の提防に出た。●―台がやっとで、

間違えば川へ転落 して「老人一人溺死 一丁 Lが りJと 新間に出るだろう。

見渡すと生詢山は右手遠 く、陽の作る影・

"の
流れからみると南ヽ向かっているら

しい。やっと堤防を離れて某落に入ったが、Xい 本道は変わらず、対向草があった

ら逃げ場がないし、場所が判らず、そろそろと進めて行 くと4.・ lt所があった。

道を3ねると、店員は静岡ナンパーを見て、親●lに道を教えてくれた。 しかし、

畷 瀬神社はこのままもう少し走るJは よいが、「lll鳩へ帰るなら右へ行って左べII

れてJが判らない。まさしく奈良自慢の迷路である.

尋ね当てた鷹瀬神l■ はなかなか立派だった。「官幣大71Jと いう大きな石碑が立つ

が、明治維新の際、国家|1道の
「 位を示す官幣大社は291tと いうから、かなり格の

高い神社だったことを思わせる。木々に閻まれた参道が長 く続き本段に五る。

まもなく『||かけ祭』という神 llがあるそうだが、砂は近 くの川砂で、米を意味し、

参詣人に振りかけて豊作を折るという.(奈良県河合町川今 TEL 0745 56 2065)

さて帰ろうとして、「 llI鳩へ帰るなら右べ″Fっ て左へ折れてJを実躊 しようとして

も道がない。「tう よナJと 言いつつJて来たのは椰山筒′|て とんでもない所。
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